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1947年５月18日生
学 歴    年３月 岩手県立盛岡第一高等学校卒業    年３月 武蔵大学経済学部経営学科卒業    年３月 立教大学大学院経済学研究科経済学専攻修士課程修了    年９月 立教大学大学院経済学研究科博士課程単位取得退学
学 位    年３月 経済学修士 (立教大学)    年９月 博士 (経営学, 立教大学 乙   号)
職 歴    年４月 丸善株式会社入社    年９月 丸善株式会社退社    年４月 秋田短期大学商経科専任講師 (～  年３月), 秋田経済大学経済学部兼担 (～  
年３月)    年４月 秋田短期大学商経科助教授 (～  年３月)    年４月 秋田短期大学商経科教授 (～  年３月)    年４月 富士大学経済学部経済学科教授 (～  年３月)    年４月 立教大学経済学部経営学科教授 (～    年３月)    年４月 立教大学大学院経済学研究科経営学専攻博士課程前期課程兼同後期課程主任 (～  年３月)    年４月 立教大学経済学部会計ファイナンス学科教授    年４月 立教大学経済学部会計ファイナンス学科長兼同大学院経済学研究科経営学専攻後
期課程主任 (～  年３月)
この間, 岩手県立盛岡短期大学, 岩手県立宮古短期大学, 岩手大学, 埼玉大学, 日本福祉大
   
学において兼任講師 (非常勤講師) を歴任｡
学会ならびに社会における活動    年９月 日本経営学会会員 (現在に至る)    年５月 証券経済学会会員 (現在に至る)    年  月 日本経営財務研究学会 (～    年)    年７月 日本会計研究学会会員 (現在に至る)    年９月 会計理論学会会員 (現在に至る)    年  月 立教大学教職員組合執行委員長 (～    年９月)    年１月 会計理論学会常任理事 (～    年１月)    年２月 『社会主義』 編集長 (～    年２月)    年４月 ヨーロッパ会計学会会員 (現在に至る)    年９月 労働大学調査研究所代表 (現在に至る)    年  月 会計理論学会理事 (現在に至る)    年  月 『会計理論学会年報』 編集委員長 (～    年  月)    年４月 独立行政法人大学入試センター簿記・会計部会部会長 (～    年３月)
研 究 業 績
単 著
１. 『引当金会計の史的展開』 同文舘,     年  月
編 著
１. 『国際会計基準を考える』 大月書店,     年６月
２. 『金融ヘゲモニーとコーポレート・ガバナンス』 税務経理協会,     年４月
３. 『グローバリゼーションと経営・会計』 唯学書房,     年５月
４. 『日本の製造業を分析する 自動車, 電機, 鉄鋼, エネルギー』 唯学書房,     年５月
５. 『社会化の会計』 創成社,     年  月
共 著
１. 『現代証券市場と企業財務』 大月書店,     年９月
２. 『経営財務の基礎理論』 同文舘,     年  月
３. 『先端技術と地場産業』 日本経済評論社,     年４月
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４. 『先端技術とテクノポリス』 日本経済評論社,     年４月
５. 『企業再構築と経営分析』 ミネルヴァ書房,     年６月
６. 『資本市場の変容と経営財務』 中央経済社,     年５月
７. 『現代企業と簿記』 ミネルヴァ書房,     年４月
８. 『現状分析 日本経済 平成不況と合理化』 えるむ書房,     年２月
９. 『高齢社会における福祉と税制と年金』 えるむ書房,     年  月  . 『社会と会計』 大月書店,     年４月  . 『現代企業と簿記会計』 多賀出版,     年  月  . 『現代産業と経営分析』 多賀出版,     年  月  . 『日本資本主義の現状と改革課題』 えるむ書房,     年  月  . 『    年の検証』 国鉄労働組合,     年１月  . 『簿記会計のしくみ 企業・経済を読み解く』 唯学書房,     年４月  . 『会計学講義ノート』 三恵社,     年４月,     年３月,     年４月,     年４月,     
年３月
論 文
１. ｢昭和  年代の企業金融｣ 『立教大学論叢』 第９号,     年  月
２. ｢割賦販売会計の特質とその経営財務的意義｣ 秋田経済大学・秋田短期大学 『論叢』 第  
号,     年７月
３. ｢退職金会計の特質とその経営財務的意義｣ 秋田経済大学・秋田短期大学 『論叢』 第  号,    年７月
４. ｢造船不況と退職給与引当金｣ 秋田経済大学・秋田短期大学 『論叢』 第  号,     年３月
５. ｢引当金会計の生成と展開 (一)｣ 秋田経済大学・秋田短期大学 『論叢』 第  号,     年９
月
６. ｢引当金会計の生成と展開 (二)｣ 秋田経済大学・秋田短期大学 『論叢』 第  号,     年３
月
７. ｢引当金会計の生成と展開 (三・完)｣ 秋田経済大学・秋田短期大学 『論叢』 第  号,     
年９月
８. ｢イギリスにおける第一次企業合同運動とリザーヴ会計｣ 秋田経済法科大学・秋田短期大
学 『論叢』 第  号,     年３月
９. ｢株式会社のリザーヴ会計   ディクシーのリザーヴ会計観を中心に ｣ 秋田経済
法科大学・秋田短期大学 『論叢』 第  号,     年９月  . ｢ロイヤル・メイル事件に見るリザーヴ会計｣ 秋田経済法科大学・秋田短期大学 『論叢』
第  号,     年３月
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  . ｢秋田テクノポリスと地場産業 先端技術導入実態調査を中心に ｣ 秋田経済法科大
学経済学部経済研究所 『所報』 第  輯,     年３月  . ｢引当金会計と会計主体論｣ 秋田短期大学 『論叢』 第  号,     年３月  . ｢引当金会計前史 明治期企業の積立金会計｣ 秋田短期大学 『論叢』 第  号,     年  
月  . ｢造船不況と労働者｣ 『唯物史観』 第  号,     年５月  . ｢労働力の再生産費と労働者家計｣ 『月刊労働組合』 増刊号, 第   号,     年１月  . ｢引当金概念の生成｣ 『富士大学紀要』 第  号第２号,     年３月  . ｢引当金概念の生成｣ 『会理論学会年報』 第５号,     年５月  . ｢引当金会計の対象と方法｣ 『立教経済学研究』 第  巻第３号,     年１月  . ｢今日の企業情勢と労働者｣ 『月刊労働組合』 第   号,     年  月  . ｢引当金会計と自己資本｣ 『立教経済学研究』 第  巻第３号,     年１月  . ｢不況下の経済情勢の見方｣ 『月刊労働組合』 第   号,     年３月  . ｢会計から見る消費税アップ｣ 『ユア福島  』 第  号,     年  月  . ｢費用概念の一吟味｣ 『会計』 第   巻第２号,     年８月  . ｢経営分析のはなし｣ 『月刊労働組合』 増刊号, 第   号,     年１月  . ｢揺れる日本の会計制度｣ 『社会主義』 第   号,     年５月  . ｢経済的背景を資本状況から見る｣ 『社会主義』 第   号,     年７月  . ｢独占資本のカルテ｣ 『月刊労働組合』 増刊号, 第   号,     年１月  . ｢コーポレート・ガバナンスと株主資本    低下問題のスケッチ ｣ 『産業経理』
第  巻第４号,     年  月  . ｢日本経済の構造問題 (討論 (日本資本主義の構造と矛盾)｣ 『社会主義』 第   号,     年  月  . ｢利益率の低下傾向と会社支配｣ 『社会主義』 第   号,     年  月  . ｢利益率の低下傾向と市場経済｣ 『社会主義』 第   号,     年４月  . ｢利益低下と地方財政 『危機』｣ 『社会主義』 第   号,     年  月  . ｢国際会計基準と労働者｣ 『ユア福島  』 第  号,     年４月  . ｢国際会計基準の国内化 (一)｣ 『社会主義』 第   号,     年４月  . ｢連結会計と子会社支配 国際会計基準の国内化 (二)｣ 『社会主義』 第   号,     年５
月  . ｢時価会計で揺れる企業利益 国際会計基準の国内化 (三)｣ 『社会主義』 第   号,     
年６月  . ｢年金制度を変える退職給付会計 国際会計基準の国内化 (四)｣ 『社会主義』 第  号,    年７月
立教経済学研究 第  巻 第３号     年   
  . ｢企業社会と発生主義会計｣ 『会計理論学会年報』 第  号,     年８月  . ｢協会創立  周年・諸先輩に聞く (３) スミス, ミル, マルクス｣ 『社会主義』 第   号,    年８月  . ｢協会創立  周年・諸先輩に聞く (４) 『協会テーゼ』 成立の頃｣ 『社会主義』 第   号,    年９月  . ｢経営戦略とキャッシュフロー計算書 国際会計基準の国内化 (五)｣ 『社会主義』 第   号,    年  月  . ｢『赤字』 攻撃と資本の蓄積｣ 『社会主義』 第   号,     年２月  . ｢キャッシュフロー計算書と内部留保｣ 『立教経済学研究』 第  巻第４号,     年３月  . ｢法人企業統計から見た 『会計ビッグバン』 の背景｣ 『立教経済学研究』 第  巻第１号,    年６月  . ｢日本資本主義分析の手段 大学で決算公告を学ぶ｣ 『日本経済新聞』     年７月  日  . ｢座談会 決算公告に求められる情報開示の重要性｣ 『日経広告手帖』 第  巻第  号,     
年  月  . ｢日本経済の現状と課題 『デフレ』 経済と雇用不安｣ 『月刊労働組合』 第   号,     
年１月  . ｢『空想より科学へ』 で現代社会を読む｣ 『まなぶ』 第   号,     年  月  . ｢３月期決算 労働者犠牲に大企業が大幅増益 リストラと下請けいじめで内需不振に｣
『月刊労働組合』 第   号,     年７月  . ｢企業数値から見る日本経済｣ 『社会主義』 第   号,     年  月  . ｢中国・華西村の工場を見学して｣ 『社会主義』 第   号,     年  月  . ｢買収・合併 会社は誰のものか｣ 『ひろばユニオン』 第   号,     年１月  . ｢国鉄分割・民営化  年の検証①｣ 『月刊労働組合』 第   号,     年  月  . ｢独占企業の光と影｣ 『社会主義』 第  巻,     年１月  . ｢マルクス株式会社論ノート｣ 『社会主義』 第   号,     年９月  . ｢国鉄分割・民営化  年の検証 民営化は何をもたらしたか (上)   経営分析で考える
①｣ 『月刊労働組合』 第   号,     年９月  . ｢国鉄分割・民営化  年の検証 民営化は何をもたらしたか (下)   経営分析で考える
②｣ 『月刊労働組合』 第   号,     年  月  . ｢長期債務と脆弱な三島｣ 『月刊労働組合』 第   号,     年  月  . ｢持合株式の時価評価と配当規制 『金融商品会計基準』 の非論理性とそれを推し進め
るもの ｣ 『立教経済学研究』 第  巻第４号,     年３月  . ｢会計政策の変容と財務構造｣ 『立教経済学研究』 第  巻第３号,     年１月  . ｢会計対象の再検討 利益概念のゆらぎ ｣ 『会計理論学会年報』 第  号,     年  月
熊谷重勝教授の略歴および業績    
  . ｢ヒルファディング 『金融資本論』 (１) 金融資本論の成立｣ 『社会主義』 第   号,     年
２月  . ｢ヒルファディング 『金融資本論』 (２) 株式会社の金融｣ 『社会主義』 第   号,     年３
月  . ｢ヒルファディング 『金融資本論』 (３) 金融資本の経済政策｣ 『社会主義』 第  号,     
年４月  . ｢   経営破綻の原因と今後 (上) 収益減と燃油費高騰が圧迫｣ 『月刊労働組合』 第   号,    年６月  . ｢   経営破綻の原因と今後 (中) 市場の狭隘化と競争の激化｣ 『月刊労働組合』 第   号,    年７月  . ｢ジレンマに陥る独占資本の経営戦略｣ 『社会主義』 第   号,     年７月  . ｢誌上研究会    経営破綻の原因と今後 (下) 清算は総資本の意思なのか｣ 『月刊労働
組合』 第   号,     年８月  . ｢日本航空の経営破綻と清算貸借対照表｣ 『立教経済学研究』 第  巻第２号,     年  月  . ｢資本主義の根底に流れているもの｣ 『社会主義』 第   号,     年４月  . ｢内部留保分析の視座｣ 『社会主義』 第   号,     年６月
その他 . 訳書
１. 『だれが会社を支配するか』 ミネルヴァ書房,     年６月 . 辞典
１. 『会計学中辞典』 青木書店,     年６月 .書評
１. 醍醐聰 『日本の企業会計』 『経営史学』 第  巻第２号,     年７月
２. 遠藤孝 『引当金会計制度の展開』 『企業会計』 第  巻第２号,     年２月
３. 川村訓史著 『｢資本論｣ から社会の仕組みを学ぶ』 『社会主義』 第   号,     年８月
４. 田中信孝 『検証・日本の財政』 労働大学,     年  月 .寄稿
１. ｢想い出すまま 師に恵まれて｣ 『立教経済学論叢』 第  号,     年３月
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